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　JICA帯広センターは

16年前に設立され、毎

年約300人、合計で4000

人近くの研修員を受け

入れてきました。

　十勝での農業／酪農

分野の研修が8割で、帯

広畜産大学のほか、管内で200以上の農協、試験場、民間企

業、農家などのご協力を得て、実施しています。また釧路で

はエコツーリズムや湿地保全の研修を実施しています。こ

れらの研修員は帰るまでにそれぞれの技術を学びそれをレ

ポートやマニュアルの形で帰国後活用できるようにまとめ

ています。技術だけでなく、研修員は日本人の文化や伝統、

生活習慣に感銘を受けています。社会のために働くこと、あ

らゆるところで改善や効率が考えられていること、日本人

は親切であること、どこも清潔であること、時間を守るこ

と、自然を大切にしていること、などです。帰国時には多く

の研修員が親日家となって帰っていくことは、その後の日

本と途上国の友好関係のために重要なことだと思います。

また、地域の小学生／中学生に世界を身近に感じてもらう

ため、研修員は学校訪問をしており、年間に20校以上、2000

人以上の生徒たちと接しています。

　最近のJICAのトピックとして、アフリカ、BOPビジネス、

中小企業の海外展開支援、があります。JICAは途上国の経

済発展のために民間セクター開発が重要であると考え、そ

のためには日本の民間企業の活力を途上国の発展に結びつ

ける支援を進めています。アフリカは、貧困や飢餓などのイ

メージから脱却しつつあり、2010〜14年までの経済成長率

予測でトップ10カ国のうち7カ国がアフリカの国が占める

など、民間投資が活発に行われています。アフリカに限ら

ず、今後の経済成長の鍵として、40億人の年間所得3000ド

ル以下の貧困層（BOP=base of the economic pyramid ）が注

目されており、そうした層を対象としたビジネスを展開す

る企業をJICAも支援しています。北海道や十勝の企業から

も事例が出始めています。まず、JICAが企画したアフリカ

ビジネス使節団で、現在、十勝の中古農業機械等の輸出を行

っている企業が、エチオピア、セネガルを訪問しています。

8月にはモンゴルの外国投資庁が札幌と帯広で投資環境セ

ミナーを実施、その後、JICAの研修員としてモンゴルの民

間企業幹部が帯広に来た際も企業との交流会を行っていま

す。また、モンゴルとは、寒冷地建設技術の指導のため、旭川

市職員を派遣したり、北海道の複数の建設企業が事業を始

めていることを受け、モンゴル建設業協会と北海道建設業

協会、北海道建設技術センターが本年10月に技術協力覚書

に調印しました。また、バングラディシュでは苫小牧北倉港

運が農漁産品輸送のための調査を実施中です。JICAは、民

間企業と途上国の発展がWIN-WINとなるように、ODA(政

府開発援助）を活用して支援を進めていきます。これからも

どうぞよろしくお願いいたします。

■RI第2500地区第6分区ガバナー補佐公式訪問
	 第6分区ガバナー補佐　伊藤　儀三 様

　櫻田ガバナーより先

日のRI2500地区大会が

盛会のうちに終了した

ことに感謝申し上げま

す。第6分区内の会員の

推移は8,9月で3名の減

となっていますが、皆

様におかれましては現状維持でお願いしたい。次期の第6分

区のガバナー補佐は帯広北ロータリークラブより選出され

る予定です。また、来年開催されるIMは全員登録で参加を

お願いしたいと思います。

　　　

IM実行委員長　　白岩　征之 様
　RI2500地区第6分区のIMを平成25年3月9日の午後にホテ

ル日航ノースランド帯広にて開催する予定です。会議の内

容はほぼ決定しております。帯広RCの皆様には是非全員登

録をお願いしたい。IMを成功させて、ガバナー補佐を盛り

上げていきたいと思いますのでよろしくお願いします。

■会長報告	 奥原　　宏 会長
　本日はゲストが多く大変有難く感謝申し

上げます。

　伊藤ガバナー補佐、またIM実行委員長の

白岩さんは、本日は多分来年3月9日のIMの

お願いに来られたと思います。IMの開催・

運営については第6分区内持ち回りで行っております。大変

ご苦労が多いことと推察いたすところであり、帯広RCもで

■プログラム「JICAと海外ビジネスの展開」
	 プログラム委員会
	 北海道国際センター　所長　睦好絵美子 様
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↑携帯サイトが
できました。
バーコードリー
ダーで読み込む
事ができます。

きる限り御協力しなければならないと考えている所であり

ます。宜しくお願い申し上げます。

　また、今日は中標津RCの長谷川さん、青山さん、栗崎さん

が遠方より車でお見え頂いております。私にとって三方が

今日メーキャップに来られた事はサプライズであります。

今日お泊りになるとの事で、夜はお食事をご一緒しようと

思います。

　長谷川さん達との出会いは、奥 周盛会員の会長年度、私

が幹事をした翌年の事でございます。タイの3330地区のRC

と中標津RCと合同でマーチンググランドをした時に、タイ

にて初めてお会いいたしました。帯広RCからは曽我会長

（当時）、奥会員、讃岐会員と私とで行ってまいりました。そ

れ以来仲良くしていただいており、私が会長の時に一度行

くからね、と言ってくれておりました。有難い事と感謝申し

上げます。

　私事でございますが、先週結婚30周年を迎え、家内と三重

県伊勢市の伊勢神宮へ行ってまいりました。お宮の前に立

つと厳粛な気持ちになり、良い経験と思い出を作ってまい

りました。私の持ち時間が過ぎておりますのでこれをもち

まして会長報告と致します。

■会務報告	 後藤　健二 幹事
①帯　広RC、年次総会開催のご案内

　日　時　12月　5日（水）午後0時30分（例会時）

　場　所　ホテル日航ノースランド帯広

　　　　　　

②帯広西RC、夜間例会開催のご案内

　日　時　11月15日（木）午後6時30分

　場　所　北海道ホテル

　　　　　　

③帯広南RC、夜間例会開催のご案内

　日　時　11月19日（月）午後6時30分

　場　所　北海道ホテル

　　　　　　

④帯広北RC、11月23日（金）の例会は、祝日のため休会と致

します。

　　　　　　

⑤帯広西RC、移動例会開催のご案内

　日　時　11月29日（木）午後0時30分

　場　所　ホテル日航ノースランド帯広

　　　　　　

⑥帯広RAC、例会開催のご案内

　日　時　11月15日（木）午後7時

　場　所　ホテル宮崎

　内　容　世界と感染症と薬と（国際奉仕委員会）

■委員会報告	 小倉　　豊 会員増強委員長
　ロータリー活動の理解と会員加入促進を目的に体験入会

例会を企画しました。ロータリー活動に興味を持っていた

だける方の参加をお願いします。

■出席報告　（省略）
　　

■ニコニコ献金	 中島　一晃 親睦活動委員長
神山恵美子 会員
　先日のフードバレーマラソン、ハーフマラソンの部で完

走しました。北海道新聞に写真も載りました。応援ありがと

うございました。

大和田三朗 会員
　先日、11月11日に「いい歯の日」のイベントを行いました。

その際、木野村会員の子息様たちにご協力頂き、無事に終了

することができました。ありがとうございます。

■ご結婚祝い　
　國枝　千秋 会員　　　　神山恵美子 会員　

　　　　　　　

■配偶者様お誕生祝い
　小倉　　豊 会員　　　　長沢　秀行 会員

　工藤　大輔 会員

■次週プログラム予定
　11月21日（水）「体験入会と会員増強に向けて」

	 （会員増強委員会）


